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  ⼩論⽂およびイメージ画   
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1. 試験監督者の指⽰があるまで、問題⽤紙や筆記⽤具に触れてはいけません。触れた場合は、
不正⾏為とみなすことがあります。 

2.  試験中の使⽤が認められたもの以外は、すべてカバンに収納すること。使⽤⽤具は、⿊芯
の鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム、鉛筆削り（電動式、⼤型、ハンドル付きは不
可）とし、それ以外の使⽤は認めません。 

3.  携帯電話、スマートフォン、イヤホン、ウェアラブル端末、電⼦辞書、 IC レコーダーなど
の電⼦機器類は、必ず電源を切ってから、カバンに収納すること。 

4.  試験開始の合図により、試験を始めてください。 
5.  解答には、「⼩論⽂ 解答⽤紙」と「イメージ画 ⽤紙」を使⽤すること。 
6.  試験終了の合図とともに直ちに筆記⽤具を置くこと。試験終了後に解答⽤紙や筆記⽤具に

触れた場合は、不正⾏為とみなすことがあります。試験監督者が指⽰するまで、絶対に席
を⽴ってはいけません。 

7.  問題⽤紙と解答⽤紙は、試験終了後にすべて回収するので、持ち帰ってはいけません。 

 

 

受験番号          



 
第１問 

 
あなたが制作してきた作品の最⾼傑作について、どんな作品で、どういった制作

意図で、どんな反響があり、その上で、あなたが何を⽬指しているかなどを、具体
的に論じてください。 

 
・⽇本語で論じること。 
・字数制限なし。 
・⽤紙は配付された「⼩論⽂ 解答⽤紙」を使うこと。 

 

第２問 
 

第 1 問を踏まえ、どういった作品かをイメージ画で説明してください。 
 

・⽤紙は配付された「イメージ画 ⽤紙」（Ａ４）１枚を使うこと。 
・⽤紙の縦横の配置は⾃由とします。 
 


